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一
　

は
じ
め
に

　

太
平
洋
戦
争
が
終
結
し
て
、
既
に
七
十
年
以
上
が
経
過
し
た
。
日
本
の
大
都
市
は
空
襲
に
よ
り
焼
け
野
原
に
さ
れ
た
が
、
名
古
屋
帝

国
大
学
も
空
襲
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
。
昭
和
二
十
年
三
月
十
二
日
と
十
九
日
の
空
襲
に
よ
り
鶴
舞
地
区
に
あ
っ
た
医
学
部
は
ほ
ぼ
全

焼
し
、
三
月
二
十
五
日
の
空
襲
に
よ
っ
て
医
学
部
附
属
医
院
が
被
害
を
受
け
、
五
月
十
四
日
の
空
襲
で
は
、
東
山
校
地

）
1
（

の
木
造
校
舎
の

一
部
が
焼
失
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
普
及
に
よ
り
、
終
戦
前
後
に
日
本
陸
軍
お
よ
び
米
軍
が
撮
影
し
た
空
中
写
真
を
W
E
B
上
の
「
国
土
地
理

院
　

地
図
・
空
中
写
真
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
」
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る

）
2
（

。
私
は
終
戦
前
後
の
東
山
校
地
の
様
子
を
知
り
た
い
と
考
え
、

上
記
の
空
中
写
真
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
東
山
校
地
付
近
に
連
続
し
た
「
す
り
鉢
状
の
穴
（
爆
弾
穴
）」
が
数
箇
所
写
っ
て
い
る
こ
と
に

気
付
い
た
。
こ
れ
ら
の
爆
弾
穴
は
米
軍
の
空
襲
に
よ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
着
弾
地
点
を
調
査
し
た
結
果
、
爆
弾
穴
の
一

部
が
現
在
も
残
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た

）
3
（

。
こ
れ
ら
の
爆
弾
穴
に
関
す
る
情
報
を
得
る
た
め
、『
名
古
屋
大
学
五
十
年
史
』
な
ど
の

資
料
を
調
査
し
、
数
名
の
元
教
職
員
に
尋
ね
た
が
、
爆
弾
穴
に
関
す
る
有
力
な
情
報
は
得
ら
れ
な
か
っ
た

）
4
（

。
そ
こ
で
、
空
襲
に
つ
い
て

詳
し
く
調
べ
る
た
め
、国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
公
開
さ
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
戦
略
爆
撃
調
査
団
（
U
S
S
B
S
）

の
資
料

）
5
（

等
を
調
査
し
た
。こ
の
資
料
に
は
攻
撃
目
標
の
詳
細
写
真
や
そ
の
周
辺
の
広
い
範
囲
を
撮
影
し
た
空
中
写
真
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
写
真
に
は
比
較
的
解
像
度
の
高
い
空
中
写
真
が
含
ま
れ
て
い
た
た
め
、
拡
大
表
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
当
時
の
東
山
校
地
付

近
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

本
報
告
は
、
こ
れ
ら
の
空
中
写
真
と
資
料
を
参
考
に
東
山
校
地
周
辺
の
着
弾
地
点
と
現
存
し
て
い
る
爆
弾
穴
、
空
襲
日
時
・
目
的
等
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に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

戦
争
体
験
を
持
つ
元
教
職
員
の
年
齢
は
九
十
歳
を
超
え
て
お
り
、
聞
き
取
り
調
査
な
ど
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
現
在
、
本
報
告
が
名

古
屋
帝
国
大
学
の
戦
争
被
害
研
究
の
参
考
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

二
　

空
中
写
真
と
爆
弾
穴

（
一
）
東
山
校
地
付
近
を
撮
影
し
た
空
中
写
真
の
例

　

国
土
地
理
院
の
地
図
・
空
中
写
真
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
閲
覧
で
き
る
空
中
写
真
の
一
例
を
図
1
に
示
し
た
。
図
1
は
昭
和

二
十
二
年
十
一
月
七
日
に
米
軍
が
撮
影
し
た
空
中
写
真
で
あ
り
、
写
真
中
央
上
方
に
東
山
校
地
が
写
っ
て
い
る
。
表
1
に
国
土
地
理
院

地
図
空
中
写
真
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
で
閲
覧
可
能
な
昭
和
二
十
二
年
ま
で
の
東
山
校
地
周
辺
の
空
中
写
真
を
示
し
た
。
戦
前
か
ら
終
戦
ま
で

に
撮
影
さ
れ
た
空
中
写
真
の
中
で
、
ネ
ッ
ト
閲
覧
が
で
き
る
も
の
は
日
本
陸
軍
に
よ
る
撮
影
時
期
不
明
の
空
中
写
真
（
昭
和
十
一
年
頃

と
推
定

）
6
（

）
と
、
昭
和
二
十
年
四
月
六
日
に
撮
影
さ
れ
た
空
中
写
真
し
か
な
い
。
戦
後
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
一
年
以
降
に
米
軍
が
撮

影
し
た
空
中
写
真
を
閲
覧
で
き
る
。

（
二
）
東
山
校
地
付
近
の
爆
弾
穴
列

　

図
2
は
、
日
本
陸
軍
が
昭
和
二
十
年
四
月
六
日
に
撮
影
し
た
空
中
写
真
で
あ
り
、
図
中
の
白
い
線
（
太
線
）
で
示
し
た
部
分
が
現
在

の
名
古
屋
大
学
東
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
る
。
白
い
点
線
で
囲
ん
だ
部
分
は
爆
弾
穴
が
並
ん
で
お
り（
こ
れ
を「
爆
弾
穴
列
」と
す
る
）、「
爆
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弾
穴
列
1
」
か
ら
「
爆
弾
穴
列
5
」
と
あ
る
部
分
が
、
空
中
写
真
か
ら
確
認
で
き
た
爆
弾
穴
列
で
あ
る
。
東
山
校
地
と
本
山
の
中
間
地

点
付
近
に
も
爆
弾
穴
が
見
ら
れ
る
の
だ
が
、
本
調
査
は
現
在
の
東
山
キ
ャ
ン
パ
ス
と
キ
ャ
ン
パ
ス
境
界
付
近
に
落
下
し
た
爆
弾
を
対
象

と
し
て
い
る
た
め
、
今
回
の
調
査
対
象
か
ら
除
外
し
て
い
る
。
次
に
、
爆
弾
穴
列
1
か
ら
5
に
つ
い
て
特
徴
を
述
べ
る
。

　

爆
弾
穴
列
1
は
、
現
在
の
体
育
館
・
屋
内
プ
ー
ル
付
近
か
ら
全
学
教
育
棟
本
館
、
中
央
図
書
館
裏
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
経
て
、
工
学
部

3
号
館
付
近
ま
で
連
な
る
爆
弾
穴
列
で
あ
る
。
戦
争
中
は
大
部
分
が
名
古
屋
帝
国
大
学
の
敷
地
外
（
水
田
と
推
測
）
で
あ
っ
た
。
こ
こ

で
は
、
爆
弾
穴
の
埋
め
戻
し
が
早
急
に
行
わ
れ
た
た
め
か
、
昭
和
二
十
二
年
の
空
中
写
真
（
図
3
、
矢
印
は
爆
弾
穴
の
付
近
を
示
し
て

い
る
）
で
は
爆
弾
穴
が
3
箇
所
程
度
し
か
確
認
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
戦
争
中
に
米
軍
が
撮
影
し
『
損
害
評
価
報
告
書
』
に
も
使
用
さ

れ
て
い
る
空
中
写
真
（
図
4
）
も
参
考
に
し
て
調
べ
た
結
果
、
爆
弾
穴
の
数
は
二
十
二
個
程
度
、
爆
弾
穴
列
の
長
さ
は
約
2
9
0
メ
ー

ト
ル
、
爆
弾
穴
の
直
径
は
1 

1
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
っ
た
。

　

爆
弾
穴
列
2
は
、
現
在
の
南
山
大
学
か
ら
名
古
屋
大
学
八
雲
会
館
、
ア
ジ
ア
法
交
流
館
付
近
ま
で
連
な
る
爆
弾
穴
列
で
あ
る
。
爆
弾

穴
の
ほ
と
ん
ど
が
現
在
の
名
古
屋
大
学
東
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
敷
地
外
で
あ
る
。
爆
弾
穴
が
大
き
い
の
が
特
徴
で
あ
る
（
図
5
）。
写
真

か
ら
読
み
取
っ
た
結
果
、
爆
弾
穴
の
数
は
二
十
四
個
程
度
、
爆
弾
穴
列
の
長
さ
は
約
3
9
0
メ
ー
ト
ル
、
爆
弾
穴
の
直
径
は
1 

3
メ
ー

ト
ル
程
度
で
あ
っ
た
。

　

爆
弾
穴
列
3
は
、
現
在
の
南
山
大
学
か
ら
山
手
通
り
を
横
切
り
、
名
古
屋
大
学
の
博
物
館
東
端
に
連
な
る
爆
弾
穴
列
で
あ
る
。
他
の

爆
弾
穴
列
と
比
較
す
る
と
穴
の
数
が
多
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
現
在
の
名
古
屋
大
学
の
敷
地
内
に
該
当
す
る
爆
弾
穴
は
2
箇
所
だ
け
で

あ
る
（
図
6
）。
写
真
が
不
鮮
明
で
あ
る
が
、
爆
弾
穴
を
数
え
る
と
三
十
五
個
程
度
、
爆
弾
穴
列
の
長
さ
は
約
3
5
0
メ
ー
ト
ル
、
爆

弾
穴
の
直
径
は
8
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
っ
た
。

　

爆
弾
穴
列
4
は
、
現
在
の
名
古
屋
大
学
の
新
体
育
館
付
近
の
敷
地
外
に
あ
っ
た
。
東
山
キ
ャ
ン
パ
ス
敷
地
外
で
あ
り
、
住
宅
化
さ
れ

（
7
）
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て
い
る
の
で
、
今
回
は
調
査
し
て
い
な
い
（
図
7
）。
空
中
写
真
か
ら
読
み
取
っ
た
結
果
、
爆
弾
穴
の
数
は
九
個
程
度
と
少
な
く
、
爆

弾
穴
列
の
長
さ
も
約
1
0
0
メ
ー
ト
ル
程
度
と
他
の
爆
弾
穴
列
と
比
較
し
て
短
い
。
爆
弾
穴
の
直
径
は
8
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
っ
た
。

　

爆
弾
穴
列
5
の
あ
る
場
所
は
、
昭
和
三
十
六
年
に
プ
ラ
ズ
マ
研
究
所
が
設
立
さ
れ
（
本
館
建
設
は
昭
和
三
十
八
年
）、
現
在
は
宇
宙

地
球
環
境
研
究
所
の
建
物
な
ど
が
あ
る
地
区
で
あ
る
が
、
戦
時
中
は
山
林
で
あ
っ
た
。
爆
弾
穴
列
5
付
近
の
拡
大
写
真
を
図
8
に
示
し

た
。
爆
弾
穴
の
数
は
二
十
四
個
で
あ
り
、
爆
弾
穴
列
の
長
さ
は
約
3
6
0
メ
ー
ト
ル
、
爆
弾
穴
の
直
径
は
8
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
っ
た
。

（
三
）
爆
弾
穴
の
個
数
に
つ
い
て

　

爆
弾
を
投
下
し
た
B
2
9
爆
撃
機
の
爆
弾
懸
架
ラ
ッ
ク
は
前
後
2
つ
の
爆
弾
倉
に
各
4
基
、
合
計
で
8
基
あ
る
た
め
、
爆
弾
の
搭
載

個
数
は
8
の
倍
数
（
搭
載
バ
ラ
ン
ス
の
関
係
だ
け
な
ら
4
の
倍
数
、
た
だ
し
最
大
爆
弾
搭
載
量
の
制
限
は
あ
る
）
に
な
る
と
推
測
し
て

い
る
。
爆
弾
穴
列
1
に
つ
い
て
は
、
空
中
写
真
か
ら
確
認
（
推
定
）
さ
れ
た
爆
弾
穴
の
個
数
は
二
十
二
個
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

二
十
四
個
あ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
写
真
が
不
鮮
明
で
あ
り
把
握
で
き
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
た
め
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
爆
弾
穴
列
3

に
つ
い
て
も
上
述
の
考
え
方
を
適
用
す
る
と
三
十
二
個
と
考
え
る
の
が
正
し
い
が
、
同
様
の
理
由
で
爆
弾
穴
ら
し
き
も
の
を
誤
認
、
あ

る
い
は
見
落
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
爆
弾
穴
列
3
に
つ
い
て
、
爆
弾
（
穴
）
の
数
が
多
い
理
由
と
し
て
、
攻
撃
に
参
加
し
た
B
2
9
の
飛
行
距
離
の
違
い
に
よ
る

爆
弾
搭
載
量
の
違
い
が
あ
る
（
グ
ア
ム
島
は
サ
イ
パ
ン
島
、
テ
ニ
ア
ン
島
よ
り
少
し
遠
い
）。
ま
た
、
乗
員
の
操
縦
技
術
に
よ
り
爆
弾

搭
載
量
が
異
な
っ
た
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る

）
8
（

。
B
2
9
は
当
時
の
最
新
式
の
機
体
で
は
あ
っ
た
が
、
現
代
の
よ
う
な
高
度
な
自
動
制
御
シ

ス
テ
ム
は
備
え
て
お
ら
ず
、
乗
員
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
操
作
す
る
箇
所
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
搭
乗
員
の
技
量
に
よ
り
、
爆
弾
搭
載
量

が
増
減
し
た
と
思
わ
れ
る
。
爆
弾
穴
列
4
に
つ
い
て
は
、
爆
弾
穴
の
個
数
が
九
個
程
度
と
少
な
い
が
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
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（
四
）
爆
弾
穴
列
の
現
在
位
置

　

終
戦
前
後
に
撮
影
さ
れ
た
空
中
写
真
等
か
ら
推
定
さ
れ
た
爆
弾
穴
の
位
置
と
現
在
の
名
古
屋
大
学
東
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
空
中
写
真
を

重
ね
合
わ
せ
た
結
果
を
図
9
、
図
10
に
示
し
た
。
た
だ
し
、
推
定
に
用
い
た
空
中
写
真
は
東
山
校
地
を
含
む
広
い
範
囲
を
撮
影
し
て
い

る
写
真
で
あ
る
た
め
、東
山
校
地
部
分
を
拡
大
し
て
も
不
鮮
明
で
あ
る
場
合
や
、撮
影
時
期
に
よ
っ
て
は
爆
弾
穴
が
確
認
で
き
な
い
（
埋

め
ら
れ
て
い
る
等
）
場
合
も
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
爆
弾
穴
の
大
き
さ
や
位
置
、
個
数
は
誤
差
を
含
ん
で
い
る
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
き

た
い
。

（
五
）
現
地
調
査

　

図
9
お
よ
び
図
10
に
黒
丸
印
で
示
し
た
爆
弾
穴
つ
い
て
、
現
在
の
名
古
屋
大
学
東
山
キ
ャ
ン
パ
ス
敷
地
内
に
現
存
す
る
爆
弾
穴
の
有

無
を
調
査
し
た
。
爆
弾
穴
列
1
か
ら
4
ま
で
は
、
完
全
に
整
地
さ
れ
校
舎
が
建
設
さ
れ
た
め
爆
弾
穴
の
痕
跡
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
爆
弾
穴
列
5
に
つ
い
て
は
、
森
林
部
分
が
多
く
、
爆
弾
穴
の
痕
跡
が
残
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
爆
撃
穴
列
5
を
空
中

写
真
（
国
土
地
理
院
　

2
0
0
7
年
撮
影
）
と
重
ね
合
わ
せ
た
結
果
を
図
11
に
示
し
た
（
爆
弾
穴
は
黒
円
印
（
○
印
）
で
示
し
て
い
る
）。

殆
ど
の
爆
弾
穴
が
戦
後
の
開
発
の
た
め
に
現
存
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

　

現
地
調
査
の
結
果
、
図
11
中
の
A
地
点
お
よ
び
B
地
点
で
合
計
3
つ
の
爆
弾
穴
を
確
認
し
た
（
図
12
、
図
13
、
図
14
）。
穴
の
直
径

は
5
．
5
～
7
メ
ー
ト
ル
程
度
、
深
さ
は
目
測
で
1
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
空
中
写
真
と
比
較
し
、
七
十
年
以
上
経
過
し
落
ち
葉
な
ど
で

埋
ま
っ
た
た
め
爆
弾
穴
の
直
径
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
位
置
関
係
も
考
慮
し
爆
弾
穴
と
判
断
し
た
。
B
地
点
の
爆
弾
穴
は
一

部
が
埋
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
爆
弾
穴
の
付
近
に
は
、
生
息
昆
虫
な
ど
を
調
べ
る
た
め
の
器
具
が
設
置
さ
れ
て
あ
る
こ
と
か

ら
、
多
少
の
人
の
出
入
り
は
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
が
、
爆
弾
穴
と
気
付
く
こ
と
は
な
い
程
度
の
窪
み
で
あ
っ
た
。
爆
弾
穴
と
建
物
の
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位
置
関
係
を
図
15
、
図
16
に
示
し
た
。

（
六
）
保
存
と
見
学

　

爆
弾
穴
の
保
存
に
つ
い
て
、
掘
り
返
し
た
り
す
る
よ
り
自
然
の
ま
ま
の
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
爆
弾
穴
の
中
に
短
く
切

断
し
た
立
ち
木
が
放
り
込
ま
れ
て
い
る
現
状
を
見
る
と
、
爆
弾
穴
と
気
付
か
ず
埋
め
て
し
ま
う
か
、
い
ず
れ
は
落
ち
葉
な
ど
で
埋
ま
っ

て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
新
し
い
建
物
の
建
設
等
で
穴
が
無
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
報
告
で
爆
弾
穴
が
現
存
す
る
こ
と

が
認
識
さ
れ
、
確
か
に
こ
の
場
所
が
空
襲
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
で
き
れ
ば
良
い
と
考
え
て
い
る
。

　

見
学
す
る
場
合
、
図
11
の
A
地
点
に
つ
い
て
は
、
道
路
か
ら
4 

0
メ
ー
ト
ル
程
度
離
れ
て
い
る
う
え
、
ス
ズ
メ
バ
チ
な
ど
が
生
息
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
場
所
で
も
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
図
11
の
B
地
点
の
爆
弾
穴
は
近
く
に
通
路
（
階
段
）
が
あ
る
た
め
見

学
し
易
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
不
用
意
に
踏
み
荒
ら
さ
な
い
よ
う
に
対
策
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
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図 1　名古屋帝国大学東山校地周辺の空中写真の例
国土地理院　地図・空中写真閲覧サービス　撮影：米軍、撮影日：1947/11/07、ID：
USA-R517―No13―83

（参考：国土地理院　地図・空中写真サービス　戦前から昭和二十二年まで）

表 1　名古屋帝国大学東山校地周辺の空中写真一覧
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図 2　名古屋帝国大学東山校地周辺の爆弾穴列（5箇所）
（国土地理院　地図・空中写真閲覧サービス）
（撮影：日本陸軍、撮影日：1945/04/06、ID：97K11―C3―89 から一部切取り加工）

図 3　 爆弾穴列 1（体育館屋内プールから工学
部 3号館）

（国土地理院　地図・空中写真閲覧サービス）
（撮影日：1947/11/07、ID：USA-R517―No1―85 を一部
切取り）
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図 4　爆弾穴列 1（爆弾穴の一部が埋められる前の写真）
（国立国会図書館デジタルコレクション、アメリカ戦略爆撃調査団資料）
（損害評価報告書（Damage Assessment Report）No 46 3PR5M134））

図 5　爆弾穴列 2（南山大学から法学部付近）
（国土地理院　地図・空中写真閲覧サービス）
（撮影日：1947/11/07、ID：USA-R517―No1―85 を一部切取り）
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図 6　爆弾穴列 3（南山大学から名大博物館東端）
（国土地理院　地図・空中写真閲覧サービス）
（撮影日 1947/11/7、ID：USA―R517―No1―85 を一部切取り）

図 7　爆弾穴列 4（新体育館付近）
（国土地理院　地図・空中写真閲覧サービス）
（撮影日 1947/11/7、ID：USA―R517―No1―85 を一部切取り）

図 8　爆弾穴列 5（旧プラズマ研究所付近）
（国土地理院　地図・空中写真閲覧サービス）
（撮影日：1947/11/7、ID：USA―R517―No1―85 を一部切取り）
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図 9　爆弾穴列 1、2、3の推定位置（黒丸）
（国土地理院　地図・空中写真閲覧サービス　撮影：2007 年）
（CCB20072―C20―51 を一部切取り）

図 10　爆弾穴列 4、5の推定位置（黒丸）
（国土地理院　地図・空中写真閲覧サービス　撮影：2007 年）
（CCB20072―C20―51 を一部切取り）
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図 11　爆弾穴列 5の現在位置（黒丸）
（国土地理院　地図・空中写真閲覧サービス　撮影：2007 年）
（CCB20072―C20―51 を一部切取り）

100m

図 12　現存する爆弾穴（図 11 の A地点　その 1）
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図 13　現存する爆弾穴（図 11 の A地点　その 2）

図 14　現存する爆弾穴（図 11 の B地点）
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図 15　 爆弾穴列 5（図 11 の A地点）で確認した爆
弾穴の位置（2個）

図 16　 爆弾穴列 5（図 11 の B地点）で確認した爆
弾穴の位置（1個）
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三
　

空
襲
を
受
け
た
日
時
の
特
定
と
空
襲
の
概
略

（
一
）
空
襲
を
受
け
た
日
時
の
特
定

　

今
回
調
査
し
た
爆
弾
穴
（
図
2
に
示
し
た
爆
弾
穴
列
1
か
ら
5
）
は
、
い
つ
の
空
襲
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
空
襲
の
日
時
を
特

定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
米
軍
の
作
戦
資
料
と
照
合
し
、
空
襲
の
詳
細
な
内
容
を
知
る
事
が
で
き
る
。『
名
古
屋
大
学
五
十
年
史
』
に
は
、

東
山
校
地
の
大
学
本
部
と
航
空
医
学
研
究
所
、
そ
し
て
生
物
学
教
室
を
焼
失
し
た
昭
和
二
十
年
五
月
十
四
日
の
空
襲
や
、
建
物
へ
の
直

撃
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
校
舎
の
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
天
井
板
が
落
下
す
る
な
ど
被
害
を
受
け
た
と
さ
れ
る
昭
和
二
十
年
四
月
十
九
日
お

よ
び
二
十
七
日
の
空
襲
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
（
た
だ
し
、
上
記
の
空
襲
は
「
公
式
記
録
に
は
な
い
」
と
も
さ
れ
て
い
る

）
9
（

）。
ま
た
、

他
の
文
献

）
10
（

で
は
昭
和
二
十
年
三
月
二
十
五
日
の
空
襲
で
大
学
付
近
に
爆
撃
が
あ
っ
た
と
の
記
述
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
当
時
の
教
職

員
の
記
憶
に
も
と
づ
く
情
報
だ
け
で
は
、
空
襲
を
受
け
た
日
付
の
特
定
が
困
難
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
爆
弾
穴
列
1
か
ら
5
ま
で
全
て
の

爆
弾
穴
が
同
じ
日
の
空
襲
に
よ
る
も
の
か
否
か
に
つ
い
て
も
不
明
で
あ
っ
た
。

　

前
章
の
図
2
に
示
し
た
空
中
写
真
は
、
日
本
陸
軍
が
昭
和
二
十
年
四
月
六
日
に
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。
不
鮮
明
で
は
あ
る
が
、
爆

弾
穴
列
1
か
ら
爆
弾
穴
列
5
を
確
認
で
き
る
。
よ
っ
て
、
全
て
の
爆
弾
穴
が
昭
和
二
十
年
四
月
六
日
以
前
の
空
襲
に
よ
る
爆
弾
穴
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
、
昭
和
二
十
年
四
月
十
九
日
と
四
月
二
十
七
日
の
空
襲
の
も
の
で
は
な
い
と
判
断
で
き
る
。

　

表
2
は
、
名
古
屋
市
に
対
す
る
空
襲
を
日
別
に
示
し
た
米
軍
の
資
料

）
11
（

で
あ
る
。
表
2
か
ら
、
昭
和
二
十
年
四
月
六
日
以
前
の
空
襲
は
、

三
月
三
十
日
、
三
月
二
十
九
日
、
二
十
四
日
（
日
本
時
間
で
は
三
月
二
十
五
日
）、
な
ど
十
二
回
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
空
襲
の
日
付

が
特
定
で
き
な
い
。
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そ
こ
で
、
昭
和
二
十
年
三
月
二
十
五
日
の
空
襲
に
関
す
る
『
空
襲
損
害
評
価
報
告
書N

o.27

（D
am

age A
ssessm

ent R
eport

）』

を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
空
襲
前
の
偵
察
写
真
（3P

R
5M

96

昭
和
二
十
年
三
月
二
十
四
日
に
撮
影
　

図
17
）
と
空
襲
後
の
偵
察
写
真

（3P
R

5M
99

昭
和
二
十
年
三
月
二
十
五
日
に
撮
影
　

図
18
）
に
関
す
る
情
報
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
偵
察
写
真
は
米
軍
の
第
3

写
真
偵
察
戦
隊
が
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る

）
14
（

。
空
襲
前
の
空
中
写
真
（
図
17
）
は
解
像
度
が
不
足
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
や
明
度
を
調
節
し
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、
爆
弾
穴
列
1
か
ら
爆
弾
穴
列
5
の
存
在
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
（
爆
弾
穴
列
が
あ
る
場

合
は
、
白
い
線
状
に
見
え
る
）。
空
襲
後
の
空
中
写
真
（
図
18
）
に
つ
い
て
は
、
東
山
校
地
付
近
は
雲
に
隠
さ
れ
て
お
り
、
爆
弾
穴
な

ど
の
有
無
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
偵
察
隊
が
撮
影
し
た
空
中
写
真
か
ら
、
爆
弾
穴
列
1
か
ら
5
に
つ
い
て
、
昭
和

二
十
年
三
月
二
十
五
日
か
ら
四
月
六
日
の
間
の
空
襲
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
表
2
か
ら
昭
和
二
十
年
三
月
二
十
五
日
あ
る
い
は
三
月

三
十
日
の
空
襲
に
よ
る
爆
弾
穴
と
判
明
し
た
。

　

さ
ら
に
日
付
を
特
定
す
る
た
め
、米
軍
が
昭
和
二
十
年
三
月
三
十
日
の
作
戦
に
つ
い
て
作
成
し
た
『
作
戦
任
務
報
告
書
（TA

C
T

IC
A

L
 

M
ISSIO

N
 R

E
P

O
R

T, M
ission N

o 4 8

）』
を
調
査
し
た
。
こ
の
資
料
の
爆
撃
経
路
図
（N

avigation C
har

）
15
（t

）
を
見
る
と
紀
伊
半
島
か

ら
琵
琶
湖
ま
で
直
進
し
た
後
、
約
1
2
0
度
右
に
急
旋
回
し
て
名
古
屋
を
空
襲
し
て
い
る
（
図
19
）。
日
本
側
の
資
料
の
『
名
古
屋
空

襲
誌
・
資
料
編
』
の
昭
和
二
十
年
三
月
三
十
日
の
空
襲
に
関
す
る
記
述

）
16
（

を
見
る
と
、「
五
十
機
来
襲
（
ゲ
リ
ラ
空
襲
）」
と
あ
る
。「
ゲ

リ
ラ
空
襲
」
と
は
、
名
古
屋
を
通
り
過
ぎ
た
よ
う
に
見
せ
か
け
た
後
で
急
旋
回
し
、
名
古
屋
を
空
襲
し
た
た
め
、「
ゲ
リ
ラ
空
襲
」
と

呼
ば
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

昭
和
二
十
年
三
月
二
十
五
日
の
爆
撃
経
路
（
図
20
）
を
見
る
と
、
南
か
ら
伊
勢
湾
を
北
上
し
、
攻
撃
目
標
で
あ
る
三
菱
重
工
業
名
古

屋
発
動
機
製
作
所
を
爆
撃
し
、
右
旋
回
し
豊
橋
方
面
上
空
を
通
っ
て
離
脱
し
て
い
る
が
、
三
月
三
十
日
の
空
襲
で
は
、
西
か
ら
（
琵
琶

湖
方
面
か
ら
）
名
古
屋
市
北
部
上
空
に
進
入
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
も
し
東
山
校
地
付
近
に
爆
弾
を
投
下
し
た
場
合
は
、
爆
弾
穴
列
の

（
12
）

（
13
）

（
17
）



153

方
向
も
西
か
ら
東
の
方
向
に
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
爆
弾
穴
列
（
図
2
）
は
、
ほ
ぼ
北
東
に
向
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
爆
弾

穴
は
三
月
三
十
日
の
も
の
で
は
な
く
、
昭
和
二
十
年
三
月
二
十
五
日
の
爆
撃
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
米
軍
側
の
資
料

）
18
（

に
よ
る
と
、
昭
和
二
十
年
三
月
三
十
日
の
空
襲
に
参
加
し
た
爆
撃
機
は
十
二
機
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
側
の

記
録
（
五
十
機
来
襲
）
と
大
き
く
異
な
る
。
ゲ
リ
ラ
空
襲
に
混
乱
し
た
た
め
、
来
襲
し
た
爆
撃
機
の
数
を
見
誤
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

わ
ず
か
十
二
機
の
う
ち
五
機
が
第
一
目
標
の
三
菱
重
工
業
名
古
屋
発
動
機
製
作
所
で
な
く
東
山
校
地
付
近
に
爆
弾
を
投
下
す
る
と
は
考

え
に
く
い
。

　

以
上
の
考
察
か
ら
、
爆
弾
穴
列
1
か
ら
5
に
つ
い
て
昭
和
二
十
年
三
月
二
十
五
日
の
空
襲
に
よ
る
爆
弾
穴
と
結
論
し
た
。

（
二
）
昭
和
二
十
年
三
月
二
十
五
日
の
空
襲
の
概
略

　

空
襲
さ
れ
た
日
付
が
特
定
で
き
た
の
で
、
B
2
9
の
日
本
本
土
攻
撃
記
録
で
あ
る
『
作
戦
任
務
報
告
書

）
19
（

』
を
参
考
に
、
昭
和
二
十
年

三
月
二
十
五
日
の
名
古
屋
市
全
体
の
空
襲
状
況
の
概
要
を
述
べ
る
。

　

攻
撃
目
標
は
三
菱
重
工
業
名
古
屋
発
動
機
製
作
所
で
あ
っ
た
。
こ
の
工
場
は
、
現
在
の
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
（
大
幸
）
か
ら
ア
ピ
タ
千
代

田
橋
店
（
茶
屋
が
坂
）
付
近
一
帯
に
存
在
し
た
日
本
の
航
空
機
エ
ン
ジ
ン
生
産
2
大
拠
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
の
作
戦
で
爆
弾

を
投
下
し
た
B
2
9
は
2
2
3
機
で
あ
っ
た
。

　

爆
撃
機
隊
は
、
太
平
洋
上
の
マ
リ
ア
ナ
諸
島
に
あ
る
グ
ア
ム
、
サ
イ
パ
ン
、
テ
ニ
ア
ン
の
各
基
地
を
出
撃
し
た
の
ち
、
お
よ
そ
7
時

間
か
け
て
志
摩
半
島
上
空
に
到
達
し
、
名
古
屋
港
方
面
か
ら
進
入
、
北
上
し
、
目
標
を
空
襲
し
た
。
そ
の
後
、
右
に
大
き
く
旋
回
し
現

在
の
尾
張
旭
付
近
、
豊
田
市
付
近
を
通
り
、
豊
橋
市
や
浜
松
市
の
強
固
な
防
衛
エ
リ
ア
を
避
け
て
日
本
本
土
上
空
を
離
脱
し
、
基
地
に

帰
投
す
る
経
路
で
あ
っ
た
。
空
襲
は
三
月
二
十
四
日
の
二
十
三
時
五
十
七
分
か
ら
二
十
五
日
の
一
時
七
分
の
間
に
行
わ
れ
た
（
夜
間
空
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襲
）。

　

米
軍
の
記
録
に
よ
る
と
、
空
襲
に
は
主
と
し
て
M
6
4
汎
用
爆
弾
（
質
量
　

5
3
5
ポ
ン
ド
（
2
4
3
キ
ロ
グ
ラ
ム
））
と
M
7
6

焼
夷
弾
（
質
量
　

4
8
0
ポ
ン
ド
（
2
1
8
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
ナ
パ
ー
ム
・
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
弾
、
た
だ
し
、
集
束
焼
夷
弾
で
は
な
い
こ
と

に
注
意
）
が
使
用
さ
れ
た
。
爆
弾
搭
載
量
の
合
計
は
、
M
6
4
が
1
1
0
0
ト
ン
、
M
7
6
が
4
0
7
ト
ン
で
、
合
計
で
1
5
0
7

ト
ン
を
名
古
屋
市
内
に
投
下
し
た
。
爆
撃
高
度
は
1
7
2
2
か
ら
2
9
8
7
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。

　

照
準
方
法
は
、
目
視
照
準
が
9 

7
機
、
レ
ー
ダ
ー
照
準
が
1
2
6
機
で
あ
っ
た
。
当
時
の
米
軍
の
機
上
レ
ー
ダ
ー
は
、
地
形
を
二
次

元
で
表
示
で
き
る
も
の
で
日
本
よ
り
進
ん
で
い
た
が
、
米
軍
の
資
料
（『
作
戦
任
務
報
告
書
』
な
ど
）
に
あ
る
実
際
の
レ
ー
ダ
ー
表
示

写
真
を
見
る
限
り
解
像
度
が
低
く
、
光
学
式
照
準
器
（
例
え
ば
ノ
ル
デ
ン
爆
撃
照
準
器
）
使
用
時
の
よ
う
な
精
密
爆
撃
は
難
し
い
と
思

わ
れ
る
。
当
日
の
天
候
に
つ
い
て
は
、
雲
量
は
1 

0
分
の
4
、
風
向
は
3
1
0
度
（
ほ
ぼ
、
北
西
か
ら
吹
く
風
）、
上
空
の
風
速
は
毎

秒
1 

8
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
攻
撃
目
標
の
三
菱
重
工
業
発
動
機
製
作
所
の
西
端
は
現
在
の
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
付
近
で
あ
り
、
も
し
工
場

の
西
端
か
ら
空
襲
に
よ
り
煙
が
上
が
る
と
、
風
下
の
東
山
校
地
に
向
け
て
煙
が
流
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
東
山
校
地
付
近
へ
投
下
さ
れ
た
爆
弾
の
推
定

　

空
襲
の
内
容
が
判
明
し
た
の
で
東
山
校
地
付
近
に
投
下
さ
れ
た
爆
弾
の
種
類
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
現
存
し
て
い
る
爆
弾
穴
の
直
径

は
6
メ
ー
ト
ル
程
度
で
深
さ
は
1
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
っ
た
。
爆
弾
穴
の
大
き
さ
は
、
炸
薬
（
火
薬
）
量
、
信
管
の
設
定
、
落
下
地
点

の
地
質
な
ど
に
よ
り
異
な
る
。『
日
本
防
空
史

）
20
（

』
に
よ
る
と
、
5 

0
キ
ロ
級
の
爆
弾
の
場
合
、
直
径
5
メ
ー
ト
ル
深
さ
1
メ
ー
ト
ル
程

度
の
爆
弾
穴
（
漏
斗
穴
）
が
で
き
、
2
5
0
キ
ロ
級
の
爆
弾
で
直
径
9
か
ら
1 
1
メ
ー
ト
ル
深
さ
2
メ
ー
ト
ル
程
度
の
爆
弾
穴
が
で
き

る
と
あ
る
。
空
襲
か
ら
七
十
年
以
上
経
過
し
、
穴
の
深
さ
が
浅
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
加
味
し
て
も
、
2
5
0
キ
ロ
級
の
爆
弾
に
し
て
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は
小
さ
な
爆
弾
穴
と
言
え
る
。

　

ま
た
、
各
爆
弾
穴
列
の
空
中
写
真
（
同
一
縮
尺
）
を
図
21
に
示
し
た
。
図
か
ら
、
爆
弾
穴
列
1
、
爆
弾
穴
列
2
の
爆
弾
穴
は
、
直
径

が
1 
0
メ
ー
ト
ル
か
ら
1 

3
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
り
他
の
穴
よ
り
明
ら
か
に
大
き
い
。
よ
っ
て
、
2
5
0
キ
ロ
級
の
M
6
4
汎
用
爆

弾
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
の
爆
弾
穴
列
3
か
ら
5
に
つ
い
て
は
、
穴
の
直
径
が
小
さ
な
こ
と
か
ら
M
7
6
焼
夷

弾
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る

）
21
（

。
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表 2　米軍の主な名古屋空襲の日付と内容（1944 年から 1945 年）（11）
（日付は米軍の時間表記であるので深夜空襲の場合は 1日ずれている）



157

図 17　昭和二十年三月二十五日の空襲前空中写真（上）
　　　名古屋帝国大学東山校地周辺の拡大写真（下）　

（昭和二十年三月二十四日撮影、（国立国会図書館デジタルコレクション））
（アメリカ戦略爆撃調査団資料『空襲損害評価報告書』3PR5M96 を加工）



158

図 18　昭和二十年三月二十五日の空襲後空中写真（上）
　　　名古屋帝国大学東山校地周辺の拡大写真（下）

（昭和二十年三月二十五日撮影、（国立国会図書館デジタルコレクション））
（アメリカ戦略爆撃調査団資料『空襲損害評価報告書』3PR5M99 を加工）
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図 19　 爆撃経路（上：昭和二十年三月三十日）と一部
拡大（下）

（国立国会図書館デジタルコレクション）
（アメリカ戦略爆撃調査団資料「作戦概要（Mission Summary）
No48」から抜粋）
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図 20　 爆撃経路（上：昭和二十年三月
二十五日）と一部拡大（下）

（国立国会図書館デジタルコレクション）
（アメリカ戦略爆撃調査団資料「作戦概要（Mission 
Summary）No45」から抜粋）
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図 21　爆弾穴の直径の比較
（各爆弾穴列を同一縮尺で表示、爆撃軸が上下方向になるように筆者が編集した）
（国土地理院　地図・空中写真サービス　ID：USA-R517―No1―85 を一部切取り）
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四
　

空
襲
を
受
け
た
理
由
に
関
す
る
考
察

（
一
）「
軍
の
貯
蔵
地
区
」
と
さ
れ
た
東
山
校
地

　

米
軍
は
、
名
古
屋
市
内
の
重
要
施
設
（
工
場
や
発
電
所
な
ど
）
に
標
的
番
号
を
つ
け
て
い
た
。
米
軍
の
資
料

）
22
（

に
は
、
小
規
模
な
施
設

も
含
め
て
三
百
以
上
の
施
設
の
名
称
と
簡
単
な
説
明
、
所
在
地
（
空
中
写
真
）
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
資
料
の
な
か
に
、
東
山
校
地

に
関
す
る
記
述
が
あ
っ
た
。
東
山
校
地
に
つ
い
て
は
「P

robable M
ilitary Storage A

rea

（
恐
ら
く
軍
の
貯
蔵
地
区
）」
と
あ
り
、
大

学
と
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
（
図
22
、
図
23
）。
攻
撃
目
標
を
示
し
た
写
真
を
見
る
と
、
他
の
目
標
に
つ
い
て
は
太

い
黒
線
で
攻
撃
目
標
を
囲
ん
で
い
る
の
に
対
し
、
東
山
校
地
に
つ
い
て
は
、
矢
印
で
当
時
の
航
空
医
学
研
究
所
と
建
設
中
の
工
学
部
1

号
館
付
近
を
指
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
適
当
に
矢
印
で
示
し
た
だ
け
に
も
見
え
る
。
米
軍
が
撮
影
し
た
別
の
空
中
写
真
（
図

24
）
に
は
、
昭
和
十
八
年
五
月
一
日
の
東
山
校
地
建
物
配
置
図

）
24
（

に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
建
物
が
幾
つ
か
確
認
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
が
昭

和
十
九
年
十
二
月
二
十
八
日
に
二
葉
町
か
ら
移
転
し
た
と
さ
れ
る
大
学
本
部
関
連
施
設
か
、
或
い
は
他
の
施
設
か
不
明
だ
が
、
矢
印
の

先
は
こ
れ
ら
の
建
物
を
指
し
て
い
る
よ
う
に
も
解
釈
で
き
る
。

　

ま
た
、
軍
の
倉
庫
地
区
と
さ
れ
た
理
由
は
、
東
山
校
地
が
戦
争
中
の
昭
和
十
七
年
か
ら
授
業
を
開
始
し
た
こ
と
も
あ
り
、
情
報
が
米

国
に
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
空
襲
を
避
け
る
た
め
の
全
学
的
な
疎
開
の
後
に
は
、
空
い
た
校
舎
が
兵

隊
の
宿
舎
と
し
て
利
用
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り

）
25
（

、
軍
事
施
設
と
さ
れ
て
も
間
違
い
で
は
な
い
が
、
貯
蔵
地
区
と
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
戦
時
規
格
の
木
造
校
舎
が
軍
の
倉
庫
と
判
断
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

（
23
）
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（
二
）
戦
時
研
究

　

『
名
古
屋
大
学
五
十
年
史
』
に
よ
る
と
、
昭
和
十
二
年
七
月
に
日
中
戦
争
が
開
始
さ
れ
た
後
、
大
学
研
究
者
に
対
す
る
科
学
動
員
へ

の
動
き
が
加
速
し
て
行
っ
た
と
あ
り
、
昭
和
十
八
年
九
月
、
名
古
屋
帝
国
大
学
に
戦
時
科
学
研
究
会
が
設
置
さ
れ
た
と
い
う
。
筆
者
は

以
前
、
昭
和
十
九
年
か
ら
名
古
屋
帝
国
大
学
理
学
部
に
勤
め
て
い
た
元
職
員
か
ら
当
時
の
状
況
を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
。
そ
の
話
の
中

で
戦
争
中
に
理
学
部
の
あ
る
研
究
室
で
は
増
透
膜
（
透
過
率
増
加
膜
の
略
、
レ
ン
ズ
の
反
射
防
止
膜
）
の
研
究
を
軍
の
依
頼
で
行
っ
て

い
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
軍
に
協
力
す
る
こ
と
で
優
秀
な
学
生
の
徴
兵
を
回
避
す
る
目
的
も
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
）。
た
と
え
ば
、

潜
水
艦
の
潜
望
鏡
な
ど
は
、
レ
ン
ズ
や
プ
リ
ズ
ム
な
ど
多
数
用
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
明
る
い
視
野
を
得
る
た
め
に
は
、
光
の
反
射

を
防
止
す
る
こ
と
で
光
量
を
確
保
す
る
事
が
重
要
で
あ
る
。
戦
時
研
究
を
行
っ
て
い
た
た
め
、
東
山
校
地
付
近
の
空
襲
は
名
古
屋
帝
国

大
学
が
標
的
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
三
）
東
山
校
地
付
近
の
高
射
砲
陣
地

　

『
名
古
屋
大
学
五
十
年
史
』
に
よ
る
と
、「
空
襲
は
東
山
地
区
付
近
の
高
射
砲
陣
地
を
目
標
と
し
て
投
下
さ
れ
た
爆
弾
が
大
学
構
内
に

落
ち
た
も
の
」
と
あ
る
。
東
山
校
地
付
近
の
高
射
砲
陣
地
と
し
て
は
、
現
在
の
名
古
屋
第
二
日
赤
病
院
（
八
事
日
赤
）
付
近
に
あ
っ
た

川
名
山
中
隊
陣
地
が
あ
る

）
26
（

。
渋
沢
総
長
の
『
五
十
年
間
の
回
顧
』
に
よ
る
と
、
高
射
砲
陣
地
を
名
古
屋
帝
国
大
学
敷
地
内
の
高
所
に
作

る
旨
の
要
請
が
軍
か
ら
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、
空
電
研
究
所
を
作
る
予
定
で
あ
る
と
拒
否
し
た

）
27
（

と
あ
る
。
そ
の
た
め
、
高
射
砲
陣
地

は
東
山
か
ら
数
百
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
高
台
に
設
置
さ
れ
た
と
あ
る
（
川
名
山
中
隊
陣
地
）。

　

昭
和
二
十
年
三
月
二
十
五
日
の
空
襲
に
つ
い
て
、
特
に
爆
弾
穴
列
5
（
プ
ラ
ズ
マ
研
究
所
付
近
）
な
ど
に
落
と
さ
れ
て
い
る
爆
弾
は

高
射
砲
陣
地
か
ら
外
れ
す
ぎ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
高
射
砲
陣
地
に
対
す
る
空
襲
の
「
流
れ
弾
」
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
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（
四
）
判
別
容
易
な
建
物
配
置

　

正
確
な
爆
撃
を
行
う
た
め
、
優
秀
な
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
乗
っ
た
先
導
機
が
攻
撃
中
心
点
を
定
め
て
目
印
と
な
る
爆
弾
を
投
下
す
る
。
特

徴
的
で
認
識
し
易
い
建
物
な
ど
は
攻
撃
中
心
点
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
参
考
の
た
め
、
昭
和
二
十
年
五
月
十
四
日
の
空
襲
に
お

け
る
爆
撃
照
準
点
（M

P
I: M

ean Point of Im
pa

）
28
（ct

）
を
示
し
た
写
真
を
図
25
、
図
26
に
示
し
た

）
29
（

。
当
時
東
洋
一
と
言
わ
れ
た
東
山
植

物
園
の
温
室
も
攻
撃
中
心
点
と
さ
れ
て
お
り
、
ガ
ラ
ス
張
り
で
判
別
が
容
易
な
建
物
で
あ
っ
た
た
め
と
考
え
て
い
る
。
実
際
に
温
室
の

一
部
は
焼
夷
弾
に
よ
り
焼
失
し
て
い
る
。
東
山
校
地
に
最
も
近
い
攻
撃
中
心
点
は
、
現
在
の
南
山
大
学
の
北
端
付
近
に
設
定
さ
れ
て
い

た
。
昭
和
二
十
年
五
月
十
四
日
の
空
襲
は
名
古
屋
市
北
部
地
域
を
狙
っ
た
空
襲
で
あ
り
、
東
山
校
地
は
北
部
地
域
と
南
部
地
域
の
境
界

線
付
近
に
あ
っ
た
た
め
、
攻
撃
中
心
点
が
設
け
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
東
山
校
地
の
鏡
が
池
な
ど
は
特
徴
的
な
四
角

い
形
状
を
し
て
お
り
、
当
時
の
空
中
写
真
を
見
る
と
池
を
囲
む
よ
う
に
整
地
し
た
だ
け
で
建
物
が
建
っ
て
い
な
い
部
分
が
多
く
、
非
常

に
目
立
つ
た
め
攻
撃
目
標
と
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

（
五
）
臨
機
目
標

　

1
分
間
に
3
か
ら
4
機
の
B
2
9
が
逐
次
名
古
屋
市
上
空
に
侵
入
し
、
合
計
で
2
2
3
機
が
爆
撃
し
て
い
く
状
況
で
、
攻
撃
目
標
の

三
菱
重
工
業
名
古
屋
発
動
機
製
作
所
で
は
大
火
災
が
発
生
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
火
災
に
よ
る
煙
は
北
西
の
風
に
流
さ
れ
て

）
30
（

、
広
い

範
囲
の
視
界
を
悪
化
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
当
日
の
雲
量
は
1 
0
分
の
4
で
あ
り
、
さ
ら
に
視
界
は
遮
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
事
は
全
体
の
半
分
以
上
の
機
が
レ
ー
ダ
ー
照
準
で
爆
弾
を
投
下
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。こ
の
よ
う
な
視
界
不
良
の
状
況
で
、

夜
間
で
も
あ
り
、
正
確
に
目
標
を
見
つ
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
東
山
校
地
は
攻
撃
経
路
に
近
い
た
め
、
大
学
付
近

に
投
下
さ
れ
た
爆
弾
は
、単
に
視
界
不
良
の
下
で
目
標
ら
し
き
も
の
に
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
結
果
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
側
の
記
録『
名
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古
屋
空
襲
の
記
録

）
31
（

』
を
み
る
と
、
3
月
2 

5
日
は
、
千
種
区
以
外
に
多
数
の
区
が
空
襲
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
視
界
不
良
に
よ
る

臨
機
目
標
へ
の
爆
撃
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
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図 22　米軍の攻撃目標写真
（下図は名古屋帝国大学付近（点線で囲んだ部分）を拡大したもの）
（国立国会図書館デジタルコレクション、アメリカ戦略爆撃調査団資料）
（Joint Target Group Washington DC, URBAN Information Sheet Nagoya-TI 22 May 1945, 
Page 4）



167

図 23　米軍の攻撃目標リスト（上）と一部拡大（下）
（Ref No. 79 が名古屋帝国大学東山校地）
（国立国会図書館デジタルコレクション、アメリカ戦略爆撃調査団資料）
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図 24　昭和二十年五月十四日の空襲前の東山校地の空中写真
（3PR5M134、昭和二十年四月十二日撮影）
（図 22 の下図における「Ref No79」の矢印を筆者が追加記入した）
（国立国会図書館デジタルコレクション、アメリカ戦略爆撃調査団資料）
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図 25　昭和二十年五月十四日の空襲の攻撃中心点を示した写真
（国立国会図書館デジタルアーカイブ、アメリカ戦略爆撃調査団資料）

図 26　上図の明度を調整し、名古屋帝国大学東山校地付近を拡大した写真
（図中、×印が爆撃照準点（MPI））
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五
　

ま
と
め

　

今
回
の
報
告
で
は
、
以
下
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

（
一
）
東
山
校
地
周
辺
の
爆
弾
穴
お
よ
び
空
襲
日
時
に
つ
い
て

　

戦
後
に
撮
影
さ
れ
た
空
中
写
真
に
写
っ
て
い
る
東
山
校
地
周
辺
の
5
箇
所
の
爆
弾
穴
列
に
つ
い
て
、
米
軍
資
料
と
偵
察
写
真
か
ら

昭
和
二
十
年
三
月
二
十
五
日
の
空
襲
に
よ
る
も
の
と
分
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
爆
弾
穴
の
直
径
の
違
い
か
ら
、
爆
弾
穴
列
1
と

2
に
つ
い
て
は
2
5
0
キ
ロ
級
の
爆
弾
（
M
6
4
）
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
爆
弾
穴
列
3
か
ら
5
に
つ
い
て
は
2
5
0
キ
ロ
級
焼
夷
弾

（
M
7
6
）
に
よ
る
も
の
と
推
測
し
た
。
さ
ら
に
爆
弾
穴
の
う
ち
3
個
が
、
現
在
の
名
古
屋
大
学
の
東
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
現
存
し
て
い

る
事
が
分
か
っ
た
。

（
二
）
昭
和
二
十
年
三
月
二
十
五
日
に
東
山
校
地
付
近
が
空
襲
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て

　

昭
和
二
十
年
三
月
二
十
五
日
に
東
山
校
地
が
受
け
た
空
襲
は
、
米
軍
資
料
等
を
調
査
し
た
結
果
、
近
く
の
高
射
砲
陣
地
を
狙
っ
た
際

の
「
流
れ
弾
」
よ
り
も
視
界
不
良
（
当
日
の
雲
量
や
第
一
攻
撃
目
標
か
ら
の
煙
）
に
よ
る
臨
機
目
標
へ
の
爆
撃
と
推
察
し
た
。
ま
た
、

米
軍
資
料
か
ら
、
当
時
の
東
山
校
地
が
「
軍
の
貯
蔵
地
区
」
と
推
測
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

ま
た
、
米
軍
資
料
か
ら
昭
和
二
十
年
五
月
十
四
日
の
空
襲
で
は
、
東
山
校
地
の
南
側
に
攻
撃
中
心
点
が
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
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注

（
1
）  
本
文
中
で
は
、
名
古
屋
大
学
を
当
時
の
名
称
で
あ
る
名
古
屋
帝
国
大
学
と
し
、
東
山
キ
ャ
ン
パ
ス
は
東
山
校
地
と
し
た
。
ま
た
、
名
古
屋
帝
国
大
学

東
山
校
地
を
東
山
校
地
と
略
記
し
た
。

（
2
）  

国
土
地
理
院
　

地
図
・
空
中
写
真
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
　

https: //m
apps.gsi.go.jp/m

aplibSearch.do#
1

 
 

な
お
、
航
空
写
真
と
も
呼
ぶ
が
、
国
土
地
理
院
で
は
空
中
写
真
と
呼
ん
で
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
空
中
写
真
と
表
記
を
統
一
し
た
。

（
3
）  『
い
ま
わ
か
る
こ
と
・
い
ま
だ
に
わ
か
ら
な
い
こ
と
　

戦
時
下
　

愛
知
の
諸
記
録
　

不
完
全
デ
ー
タ
　

9
6
』（
あ
い
ち
・
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
実

行
委
員
会
　

P
3
）
に
は
、

⌐

╢

─
ꜞ
☻
♩
⅜
№
╡
「
爆
弾
穴
（
推
定
）
千
種
区
萩
岡
町
名
古
屋
大
学
構
内
　

直
径
5
～
6
m

　

深
さ
0
・
6
m
」「
千
種
区
東
山
元
町
名
古
屋
大
学
工
学
部
2
箇
所
　

直
径
6
m
余
　

深
さ
0
・
4
m
余
」
と
し
て
今
回
と
り
あ
げ
た
爆
弾
穴
に
関
す

る
記
述
が
あ
る
。
1
9
9
6
年
の
段
階
で
は
ネ
ッ
ト
環
境
は
普
及
し
て
お
ら
ず
、
空
中
写
真
を
入
手
し
爆
弾
穴
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
り
、
断
定
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
4
）  

筆
者
の
知
る
元
教
職
員
へ
の
聞
き
取
り
で
は
、
六
十
か
ら
七
十
歳
代
の
方
（
計
7
名
）
で
爆
弾
穴
が
存
在
し
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
方
は
一
人
も
お

ら
ず
、
八
十
歳
代
の
方
で
2
名
中
1
名
（
八
十
七
歳
）
だ
け
が
知
っ
て
い
る
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

（
5
）  

国
立
国
会
図
書
館
　

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（U

R
L

: http://dl.ndl.go.jp/

）

 
 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
に
2
0
1
3
年
に
追
加
さ
れ
た
日
本
占
領
関
係
資
料（
米
国
戦
略
爆
撃
調
査
団U

SSB
S

文
書
約
1
7
0
0
0
点
）

で
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
米
国
戦
略
爆
撃
調
査
団
（U

nited States Strategic B
om

bing Survey, U
SSB

S

）
と
は
昭

和
十
九
年
十
一
月
に
設
置
さ
れ
た
米
陸
海
軍
の
合
同
機
関
。
昭
和
二
十
年
九
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
来
日
し
、
各
地
で
調
査
を
実
施
、
翌
年
七
月
に

か
け
て
最
終
報
告
書
を
作
成
し
た
。
原
資
料
は
米
国
国
立
公
文
書
館
（N

A
R

A
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、国
立
国
会
図
書
館
は
同
館
か
ら
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
で
そ
の
一
部
を
購
入
・
収
集
し
、
そ
の
資
料
の
一
部
を
当
該
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
し
提
供
し
て
い
る
。（
国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
説
明
よ
り
抜
粋
）

堀田慎一郎
タイプライターテキスト

堀田慎一郎
タイプライターテキスト

堀田慎一郎
タイプライターテキスト

堀田慎一郎
タイプライターテキスト

堀田慎一郎
タイプライターテキスト
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（
6
）  

撮
影
時
期
が
不
明
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
東
山
動
物
園
が
建
設
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
昭
和
十
一
年
頃
と
思
わ
れ
る
。
国
土
地
理
院
地
図
空
中
写
真

サ
ー
ビ
ス
で
の
検
索
の
際
、
作
成
・
撮
影
年
の
入
力
箇
所
に
西
暦
を
指
定
す
る
と
表
示
さ
れ
な
く
な
る
た
め
気
付
き
に
く
い
。

（
7
）  
例
え
ば
、
米
軍
資
料
『D

A
M

A
G

E
 A

SSE
SSM

E
N

T
 R

E
P

O
R

T

』
に
あ
る
よ
う
なP

re-strike

やPost-strike

の
写
真
が
利
用
で
き
る
。

（
8
）  

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
『TA

C
T

IC
A

L
 M

ISSIO
N

 R
E

P
O

R
T

 M
ission N

o. 45

』
P
8

（
9
）  『
名
古
屋
大
学
五
十
年
史
　

通
史
一
　

P
5
6
1
』
に
記
載
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
昭
和
二
十
年
四
月
十
九
日
お
よ
び
二
十
七
日
の
空
襲
│
公
式
記

録
と
し
て
残
っ
て
い
な
い
と
注
記
が
あ
る
。
渋
沢
総
長
の
『
五
十
年
間
の
回
顧
』
P
9
の
「
凡
例
　

三
」
に
は
「
本
書
は
簡
単
な
る
メ
モ
と
記
憶
と
に

よ
っ
て
述
べ
た
所
も
少
な
く
な
い
。（
中
略
）
従
っ
て
出
来
得
る
限
り
正
確
を
期
し
た
積
り
で
は
あ
る
が
、
誤
り
が
全
く
無
い
と
は
保
し
難
い
、
こ
の

点
予
め
読
者
に
大
目
に
見
て
頂
き
た
い
」
と
も
あ
り
、
記
憶
が
曖
昧
（
例
え
ば
、
四
月
と
三
月
の
記
憶
違
い
な
ど
）
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

（
10
）  『
名
古
屋
大
学
理
学
部
　

二
十
五
年
小
史
』
P
4
3

（
11
）  

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
『Tables show

ing dates of attacks w
ith tonnages dropped. R

eport N
o. 57

』
P
1

（
12
）  

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
『
空
襲
損
害
評
価
報
告
書N

o27

（D
am

age A
ssessm

ent R
eport

）』
に
攻
撃
前
の
空
中
写
真
（P

re 

A
ttack P

hoto

）
は3P

R
5M

96

で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
空
中
写
真
自
体
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
攻
撃
後
の
空
中
写
真
（Post A

ttack 

P
hoto

）
は3P

R
5M

99

で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
は
い
る
が
、
空
中
写
真
自
体
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

（
13
）  

攻
撃
後
写
真3P

R
5M

99

に
つ
い
て
は
、
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
報
告
書
が
不
明
で
あ
る
が
、
空
中
写
真
自
体
は
ネ
ッ
ト
閲
覧
可
能
で
あ
る
（http://

dl.ndl.go.jp/info: ndljp/pid/3984344　

の
P
7
3
）。

（
14
）  

第
3
写
真
偵
察
戦
隊
（3rd P

hoto R
econnaissance Squadron

）
は
に
つ
い
て
は
、『
米
軍
の
写
真
偵
察
と
日
本
空
襲
（
写
真
偵
察
機
が
記
録
し
た
日

本
本
土
と
空
襲
被
害
）
工
藤
洋
三
著
』
に
詳
し
く
説
明
が
あ
り
、
巻
末
に
偵
察
作
戦
の
一
覧
が
あ
る
。
な
お
、
写
真
の
番
号
に
つ
い
て
、3P

R
5M

96

を
例
に
説
明
す
る
と3P

R

は
第
3
写
真
偵
察
戦
隊
の
略
で
、5M

は
1
9
4
5
年
のM

ission

で
あ
る
こ
と
を
示
し
、96

は
9
6
回
目
の
偵
察
作
戦
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
15
）  

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
『Tactical M

ission R
eport N

o48
』
の
P
1
3
にN

avigation chart

が
あ
る
。

 

資
料
群
名
　

米
国
戦
略
爆
撃
調
査
団
文
書
：
第
2
0
、
第
2
1
爆
撃
軍
団
作
戦
任
務
報
告
書
　

U
R

L
: http://dl.ndl.go.jp/info: ndljp/pid/4002520
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（
16
）  『
名
古
屋
空
襲
誌
　

第
3
号
　

3
月
の
空
襲
（
1
）』
P
5
9

（
17
）  

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
『Tactical M

ission R
eport N

o45

』
の
P
1
2
にN

avigation chart

が
あ
る
。

 
 

資
料
群
名
　

米
国
戦
略
爆
撃
調
査
団
文
書
：
第
2
0
、
第
2
1
爆
撃
軍
団
作
戦
任
務
報
告
書

 
 U

R
L

: http://dl.ndl.go.jp/info: ndljp/pid/4002517

（
18
）  

な
お
米
軍
の
資
料
に
よ
る
と
昭
和
二
十
年
三
月
三
十
日
の
空
襲
の
参
加
機
数
は
僅
か
十
二
機
で
爆
弾
投
下
量
は
五
十
二
ト
ン
し
か
な
い
。

 
 

こ
の
点
か
ら
見
て
も
、
東
山
校
地
付
近
に
は
爆
撃
し
て
い
な
い
と
判
断
で
き
る
。

（
19
）  

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
『TA

C
T

IC
A

L
 M

ISSIO
N

 R
E

P
O

R
T

 M
ission N

o. 45

』
P
6

（
20
）  『
日
本
防
空
史
』（
浄
法
寺
朝
美
著
　

原
書
房
）
の
P
1
6
9
表
4
1
に
は
爆
弾
穴
の
直
径
に
関
す
る
記
述
が
あ
り
、
本
稿
で
は
、
こ
の
デ
ー
タ
を
採

用
し
た
。
ま
た
、『
空
中
写
真
に
よ
る
稲
沢
空
襲
の
検
証
』（
柴
田
　

賢
著
、
名
古
屋
文
理
大
学
紀
要
第
2
号
（ 

2
0
0
2
））
の
P
1
6
8
に
も
爆
弾

穴
の
直
径
に
関
す
る
記
述
が
あ
り
、
2
5
0
キ
ロ
級
の
爆
弾
で
は
6
～
8
・
5
メ
ー
ト
ル
の
直
径
の
爆
弾
穴
が
で
き
る
と
あ
る
。

（
21
）  『
空
中
写
真
に
よ
る
稲
沢
空
襲
の
検
証
』（
柴
田
　

賢
著
、
名
古
屋
文
理
大
学
紀
要
第
2
号
（ 

2
0
0
2
））
の
P
1
6
9
に
M
7
6
焼
夷
弾
（
通
称
　

焼
夷
爆
弾
、
集
束
型
で
は
な
い
）
に
関
す
る
記
述
が
あ
り
、
2
5
0
キ
ロ
爆
弾
よ
り
小
さ
な
4
メ
ー
ト
ル
程
度
の
ク
レ
ー
タ
ー
が
で
き
る
と
あ
る
。

（
22
）  

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
『Joint Target G

roup W
ashington D

C
, U

R
B

A
N

 Inform
ation Sheet N

agoya-T
I, 22 M

ay 1945

』, 

Page 4

（
23
）  

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
『D

am
age A

ssessm
ent R

eport N
o, 46 3P

R
5M

134

』

（
24
）  『
名
古
屋
大
学
五
十
年
史
　

通
史
一
』
第
二
章
　

P
4
9
0
「
東
山
敷
地
な
ら
び
に
建
物
配
置
」

（
25
）  『
名
古
屋
大
学
五
十
年
史
　

通
史
一
』
第
二
章
　

P
5
6
2
に
軍
の
駐
留
の
記
載
が
あ
る
。

 
 

た
だ
し
昭
和
二
十
年
六
月
十
三
日
か
ら
駐
留
さ
せ
た
と
あ
り
、
図
21
、
図
22
の
攻
撃
目
標
は
昭
和
二
十
年
五
月
二
十
二
日
に
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
た
め
、
軍
の
駐
留
以
前
か
ら
軍
の
倉
庫
地
区
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

（
26
）  『
東
海
軍
管
区
の
防
空
陣
地
』（
清
水
啓
介
著
、ア
ー
ク
印
刷
）
に
は
、川
名
山
中
隊
陣
地
の
他
に
、名
古
屋
帝
国
大
学
付
近
の
伊
勝
村
に
伊
勝
分
隊
（
照

空
隊
）
が
あ
っ
た
と
あ
る
。
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（
27
）  『
五
十
年
間
の
回
顧
』
渋
沢
元
治
著
　

第
二
編
　

P
1
0
4

（
28
）  

爆
撃
照
準
点
（M

P
I

）
と
い
う
用
語
と
そ
の
意
味
に
つ
い
て
『
新
版
　

東
京
を
爆
撃
せ
よ
　

米
軍
作
戦
任
務
報
告
書
は
語
る
』（
奥
住
喜
重
・
早
乙
女

勝
元
　

共
著
　

三
省
堂
）
P
8
　

に
説
明
が
あ
り
、M

P
I

は
爆
撃
中
心
点
と
訳
し
、
夜
間
の
市
街
地
焼
夷
攻
撃
の
中
心
点
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の

M
P

I
の
周
辺
を
焼
夷
弾
で
焼
き
尽
く
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、A

P

はA
im

ing Point

の
略
で
文
字
通
り
照
準
点
で
あ
り
、
昼
間
精
密
爆
撃
で
は
、
照
準

器
を
使
っ
てA

P

を
狙
っ
て
爆
撃
す
る
と
あ
る
。

（
29
）  

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
『ST

R
IK

E
 AT

TA
C

K
 R

E
P

O
R

T
 N

o. 100 X
X

I B
om

ber C
om

m
and M

ission 174, 13

―14 M
ay 

1945

』, P
8

（
30
）  

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
『TA

C
T

IC
A

L
 M

ISSIO
N

 R
E

P
O

R
T

 M
ission N

o. 45

』P
19 W

eather E
ncountered

（
31
）  『
名
古
屋
空
襲
誌
・
資
料
編
（
名
古
屋
空
襲
を
記
録
す
る
会
）』
の
P
1
1
1
に
記
載
の
第
十
一
回
名
古
屋
空
襲
（
3
月
2
5
日
）
空
襲
被
害
一
覧
表

（
た
ち
ば
な
・
け
ん
じ
）




